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な･ metastableあるいは unstableな状態 を記述する統計物理学をどのように作れそう
かと言うお話であるoそれが完成したら,化学,生物,気象学,素粒子 (falsevacuum)
の問題などにも広く関係がつくかも知れないと言うような序論から初まった｡
良く知 られた不完全気体についての vanderWaalsの公式のように, V-VIP) の形
でのPの多価関数 としての関係は. isobaricisothermalensembleから得 られない｡しか
し,相互作用が long-rangeの時は解析接続によって, metastable,unstableな状態の得
られる可能性はあると言 うことである｡ 次に,簡単な dropletmodelを考えるr)その表
面エネルギーを自由エネルギーの中にとり入れておくと,これは複素平面上で特異点を
与え,適当な pathに沿っての積分が dropletの寿命を与えると言うことである｡ 第2
種の相転移に対する条件の厳しさ,数学的なむづか しさに較べ, 第 1種の相転移の方は
そう言う多くの制限がないと言うように理解 していたが,上記のような特異点が第 1種
の相転移に関係 しても一般的に存在するのか,またはモデルに紋存 して出現 したのか知
りたい処である.,
一般的に安定でない系の理論を作ろうとする時,どのように してその不安定相にある
系の特性付けをしたら良いかと言 う問題が提起された｡上の問題 もそ う言 う一般論が提
出された時にはっき りしてくるであろう｡ 終 りに具体例として, C02の nucleation の





の理解 した処では,それは複雑な現象 (結果 )を説明するための簡単なモデルをまず設
定 し,そのモデルを説明できる基礎方程式 (通常は非線型の方程式 ),適当な初期条件
を探して行こうと言うことである｡物理屋が普通行 う第 1原理からの出発を hardware























体化 した時に, Blochの定理が成立したことにある｡米沢氏の言葉を借 りれば,固体物
理学は Blochの定理の"奴れい〝となって成功したという｡それにもかかわらず,不規
則系の物理学で もBlochの定理に代わる主人(指導原理 )がほしいと言う｡その代 りを
なすものが,不規則配置に関するensemble平均であろうと言うことである0









す る米沢氏達の最近の計算機実験の仕事が紹介され, disorder(diagonalまたは off-dia-









以上, 3人の方々のお話はどれ も有益で興味深いものであった ｡ 欲を言えば, もう少
し余裕があって,将来の見込みや問題点なども含めて充分な質疑応答がなされることが
望まれた｡最後に所長さんも言われたことではあるが, 5年経っと学問 も可成 りの進歩
と変化とがあり得る｡ 次の基研 3∩周年の頃には,これらの学問の分野 もどれ程の進歩
をとげているか楽 しみである｡
基 研 二 十 五 年
京大基研 長 岡 洋 介
今年で基礎物理学研究所は創立 25年 になる｡ それを記念 して, 11月はじめに式典
やシンポジウム,公開講演会等が行れた｡これらの記念行事 もシンポジウム記録の刊行
を残 して一段落した｡
25年 というのは長いか,短いか? 9月に来所された F.Bloch教授に,基研 は今年
で25年 にな ったとお話 しした ら,"新 しい研究所なんですね〝という返事が返って来
た｡なるほど,古い伝統ある研究所に比べたらまだまだ若い研究所 と言えるかも知れな
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